
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル 大雪災害にかかる「災害特別助成金制度」の創設 

                  ＪＡ名 徳島県信連 (徳島県) 

 

１ 動機 

（経緯） 

平成 26年 12 月に発生した大雪は、徳島県の農業者に多大な被害をもたらした

ため、被災農業者の復興支援を目的として、「農業振興資金災害特別助成金制度（大

雪災害）」を創設しました。 

 

 

２ 概要  大雪により被災した農業者が、復興目的としてＪＡから農業振興資金（運転資

金）の借入を行った場合、貸出限度額 300 万円以内、貸出期間５年以内として、

債務保証料 0.4％、貸出金利息 0.5％の利子助成を行いました。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 大雪災害にかかる農業振興資金の実績について、実行件数１件、実行金額 1，

000千円の実績となりました。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も、当県において災害が発生した場合、本件のような農業者の復興支援を

目的とした「災害特別助成金制度」の制定を検討します。 

 

 

 


